




















































　日本企業の海外事業展開については、大企業だけでなく中小企業においてもその機運が高まっています。進出国に関する
JETRO海外ビジネス調査（2019年度日本企業の海外事業展開に関するアンケート調査：2020年2月）によると、今後、海外で
事業拡大を図る国・地域については、「海外に拠点があり、今後さらに拡大を図る」企業のうち、ベトナムを挙げた企業は41.0％
で、中国（48.1％）との差が縮小しています。
　こうした状況と軌を一にして、経済産業省は2017年度よりベトナム・ドンナイ省で事業拡大を進める日本企業へのサポート
体制強化を目的に、ベトナム産学官連携コーティネーターを育成しています。
　我が国の中小企業の現地進出促進と集積化、また日本型ものづくりの教育を受けた
現地学生の日系企業への就職向上を目指し、ベトナム人コーディネーターは3年間に
及ぶ日本人専門家派遣による指導や日本での研修を通じ、現地企業訪問におけるヒア
リング能力やビジネスマッチング等の企画運営能力を高めてきました。
このような活動の成果が認められ、昨年度はドンナイ省人民委員会の承認を得て、これ
まで任意活動であったコーディネーター組織が正式に設立されることになりました。
今後は、活動の自立化を進めるとともに、現地日本企業の現地調達率の増加に寄与して
いくものと期待されています。






























